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福岡県・バンコク都アントレプレナーシップ人財育成事業 概要

１ 目的

２ 概要

福岡県とバンコク都の大学生や社会人を相互に派遣し、スタートアップ企業の訪問やグループワーク
などを通じて、経済発展や社会変革に貢献するアントレプレナーシップ(起業家精神)を持つ人材の育
成を図る。

（１）参加者

（２）事業内容

スタートアップに関心のある福岡県とバンコク都の大学生や社会人を相互に派遣し、スタートアップ企
業への訪問やグループワークによる社会課題の解決につながるビジネスプランの立案を行う。

また、国内外で活躍する起業家とのオンラインによるメンタリング(主にビジネスアイデアのブラッシュ
アップを目的とする)などを通じて、アントレプレナーシップを身につける。
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（３）事業日程・内容

（１）事前研修 場所：福岡市、日程：令和６年１２月７日（土）、８日（日）

両地域の概要やソーシャルビジネスの事例紹介、ワークショップなどを実施

福岡県の大学生 6名、バンコク都の大学生・社会人 6名

（２）海外研修 場所：バンコク都、日程：令和６年１２月２２日（日）〜２７日（金）

バンコク都表敬訪問、企業訪問（植物工場の運営・野菜販売のスタートアップ企業、資源ゴミの
リサイクルに取組む企業、リサイクル商品の製造販売企業）、専門家によるレクチャー、両地域
に共通する社会課題をテーマにしたグループワーク、ビジネスアイデアの発表

（３）オンライン研修 日程：令和７年１月〜２月（各グループ毎に2〜3回実施）

４人１組に対して、1名の社会起業家メンターが伴走。各グループが考えたビジネスアイデアに
対して、自身の起業経験をもとをアドバイスを送り、ビジネスアイデアのブラッシュアップを実施

（４）国内研修 場所：福岡県内、日程：令和７年３月１１日（火）〜１６日（日）

福岡県表敬訪問、企業訪問、社会起業家との対話、グループワーク、渡航プログラムでの発表
をもとにしたビジネスモデルの作成、最終発表



参加者・事業成果（概要）
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参加者

グループA

テーマ

高齢化社会・孤独死

＜NIDAビジネススクールセンター長DanuvasinCharoen氏＞
福岡県とバンコク両方が抱えている問題に着目していること、そして死に着目している点が興味深い。既存技術をどう発展
させるか、また福岡県がどのような形で協力できるかを考えられるとさらに良いものになるだろう。

＜株式会社ボーダレス・ジャパン代表取締役 田口 一成氏＞
両地域に共通する課題に対して具体的なソリューションを考えているのは素晴らしい。別の視点として、直接高齢者に届け
るよりも不動産屋と連携することで大家のリスクを軽減させることができる。また子どもが親を見守れる仕組みによって高齢
者の孤独も解消できるのではないか。

＜ハチドリソーラー株式会社代表取締役 池田 将太氏＞
アパートのオーナー支援と高齢者の孤独解消を両立する事業モデルで、早期発見で命を救う仕組みとしても素晴らしい。
機能提供に加え、コミュニティづくりも行うことで生きがいにもつながるのではないか。また、利用者に監視と感じさせない設
計が重要である。

最終成果報告会での講評

課題意識

日本とタイの両国で、高齢化社会が進んでいる。
日本の社会課題である「孤独死」は、近い将来タイの社会課題になる可能性も高いため、
いかに高齢者の孤立を防ぐことができるかを考えた。

櫻木 彩乃 九州大学 農学部生物資源環境学科

村尾 京香 筑紫女学園大学 文学部英語学科

Kornmada Piriyakiatsakul チュラロンコン大学 卒業

Punnasit Chivapong チュラロンコン大学

アノテーションサポート株式会社代表取締役白石 達郎（メンター）

日本とタイに共通する社会課題である高齢化に着目し、特に日本で深刻化している「孤独死」問題
をふまえ、高齢者の孤立を防ぐためのアプローチを検討。地域住民が高齢者と日常的に緩やかにつ
ながる仕組みづくりに取り組み、安否確認や会話のきっかけとなるようなビジネスモデルを考案した。

成果報告の概要
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発表資料（抜粋） グループA



参加者・事業成果（概要）
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参加者

グループB

テーマ

バンコク都の不法路上屋台問題とグリーンスペースの有効活用

＜NIDAビジネススクールセンター長DanuvasinCharoen氏＞
タイの屋台文化を考えた内容で素晴らしい。屋台で生計を立てている人々の具体的な巻き込み方やバンコク都がどのよう
に協力するのかについてはしっかり考えていく必要がある。

＜株式会社ボーダレス・ジャパン代表取締役 田口 一成氏＞
事業モデルの組み立てがしっかり練られている。TTParkまで足を運べない人に向けた策として、TTParking（オフィスのエン
トランスを借りて駐車場として貸す）は良いのではないか。衛生管理はもちろん大切だが、バンコク都として屋台文化を残し
ていくという意識も必要である。

＜ハチドリソーラー株式会社代表取締役 池田 将太氏＞
価格競争が最適化される事業アイデアが素晴らしい。季節毎、公園毎にイベントを開催することで観光と絡められるのでは
ないか。

最終成果報告会での講評

課題意識

バンコクでよくみられる屋台の規制が近年厳しくなり、許可なく出店している場合は強制撤去を強い
られている状況がある。屋台で生計を立てている人々の中には、地方から出稼ぎにきている人もおり、
生活に支障をきたしている状況がある。
タイの屋台文化を残しつつ、グリーンスペースを活用するビジネスアイデアを考えた。

氏名 大学・企業

門脇 萌杏 福岡女子大学 国際文理学部環境科学科

米﨑 千裕 熊本学園大学 商学部商学科

RinradaThepkaew バンコク大学

JiramateJirapongwatcharakorn チュラロンコン大学

御田 麻友（メンター） Re: leaf inc. 代表取締役

バンコク都の不法屋台問題に対し、屋台文化を維持しながらルールを守れる新たな出店モデルを
検討。使用されていないスペースの有効活用を軸に、屋台出店と人材のスキルアップ、将来的な
独立が可能な仕組みを提案した。

成果報告の概要
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発表資料（抜粋） グループB



参加者・事業成果（概要）
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参加者

グループC

テーマ

メンタルヘルス問題

＜NIDAビジネススクールセンター長DanuvasinCharoen氏＞
興味深い内容。人とのつながりの希薄化がメンタル不調の要因と言われているが、このアプリでこの課題をどう解決するの
か。アプリ開発にあたっては精神科医などの専門家と連携して行く必要がある。

＜株式会社ボーダレス・ジャパン代表取締役 田口 一成氏＞
ポイント付与の視点は面白い。メンタル不調予防のために使う場合、「楽しい」「おトク」という感情を起こすことが使う動機に
なると思う。エンタメ業界と連携するなど、推し活やファンを増やす設計をすると面白いかもしれない。アプリは思考トレーニ
ングや睡眠時間管理ができるコンテンツがあると良いのではないか。

＜ハチドリソーラー株式会社代表取締役 池田 将太氏＞
日々の成功体験の積み重ねで自己肯定感を高める設計は効果的だと思う。アプリで自分の健康状態を可視化できると予
防につながるのではないか。皆が当たり前に使うアプリを目指し、エンタメを含めた設計が必要である。

最終成果報告会での講評

課題意識

日本とタイの両国で、若者のメンタルヘルス問題が増えている。
いかにメンタルヘルスを未然に防ぐことができるか、日々気軽に利用できる「アプリ」という手段を通し
て解決できるビジネスモデルを考えた。

氏名 大学・企業

石井 泰地 九州大学 文学部人文学科

長野 陽生 福岡大学 商学部経営学科

Sarita Thongsukmak ナワミンタラティラート大学

PakornwitWiangsripanawan キングモンクット工科大学ラカバン校卒業

峠 慶太郎（メンター） BLJ PhilippinesInc.

成果報告の概要

日本とタイの両国で課題となっているメンタルヘルス予防を目的に、日常的に使えるアプリ型支援
ツールを検討。感情ログ、思考トレーニング、睡眠管理などの機能を通じて、日常の中で心の状態を
“見える化”し、自己理解と自己肯定感の向上を図りながら、心の健康維持をサポートするアイデア
を考案した。
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発表資料（抜粋） グループC



事前研修

概要

当日の様子

日程：令和６年１２月７日（土）、８日（日）
場所：福岡市（ソーシャルベンチャーPARK）
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日本人参加者同士の自己紹介の様子 福岡県によるバンコク都の説明の様子

事前研修終了後の集合写真

プログラム概要の説明、参加者同士の自己紹介、福岡県・バンコク都の概要説明、ソーシャルビ
ジネスの事例紹介、ビジネスプランの作り方ワークショップ、渡航に際しての注意事項の説明などを
実施。



海外研修

概要

講師

＜企業視察＞
(1)Qualy社(NEW ARRIVA CO.,LTD Founder) Mr.Teerachai Suppameteekulwat
(2)DiStar Fresh社（DISTAR FRESH CO.,LTD）CEO Mr. Sansin Sriphiromrak
(3)GEPP Sa- Ard社（GEPP Sa- Ard Co., Ltd.）Mr. Dome

＜ワークショップ＞
NIDAビジネススクールセンター長Mr. Danuvasin Charoen
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１２月２２日（日）渡航
１２月２３日（月）企業訪問（Qualy社）、ウェルカムパーティー、バンコク都知事表敬訪問、

バンコク都内視察（ラタナコーシン島周辺）
１２月２４日（火）企業訪問（DiStar Fresh社、GEPP Sa- Ard社）
１２月２５日（水）グループワーク
１２月２６日（木）グループワーク、中間成果発表会
１２月２７日（金）帰国

日程：令和６年１２月２２日（日）₩２７日（金）
場所：バンコク都

Qualy社にて DiStar Fresh社にて

GEPP Sa-Ard 中間発表会終了後の集合写真

企業訪問・中間成果発表会の様子



海外研修

中間発表会でのグループ発表の様子 参加者同士で話し合いをする様子

中間発表に対する講師によるコメントの様子

企業訪問・ワークショップ・中間発表会の様子

チャチャートバンコク都知事 表敬訪問

GEPP Sa- Ard社にて講義を受ける様子DiStar Fresh社にてCEOに質問をする参加者の様子

GEPP Sa- Ard社にてゴミの分類ワークの様子バンコク都内視察（ラタナコーシン島周辺）の様子
- 11-



オンライン研修

概要

講師（社会起業家メンター）

令和７年１月～２月（オンライン）
各グループ毎に2回実施
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４人１組に対して、1名の社会起業家メンターが伴走。各グループが考えたビジネスアイデアに対
して、アジアでの起業経験をもとをアドバイスを送り、ビジネスアイデアのブラッシュアップを実施。

グループA： 1月14日（火）21：00₩22：30、 2月21日（金）21：00₩22：00
グループB： 1月16日（木）20：00₩21：30、 2月13日（木）20：00₩21：00
グループC： 1月16日（木）20：00₩21：30、 2月12日（水）20：00₩21：00
※日本時間表記

ブラッシュアップ会オープニングの様子 参加者による途中経過・相談事項の共有の様子

【グループB】
企業名： Re: leaf inc. 
肩 書： 代表取締役
氏 名： 御田麻友
拠 点： ミャンマー
テーマ： 貧困問題・農業・ヘルスケア

ブラッシュアップ会の様子

【グループA】
企業名： アノテーションサポート株式会社
肩 書： 代表取締役
氏 名： 白石達郎
拠 点： マレーシア・フィリピン
テーマ： 無国籍問題/AI のアノテーションサービス

【グループC】
企業名： BLJ Philippines Inc.
肩 書： 代表取締役
氏 名： 峠 慶太郎
拠 点： フィリピン
テーマ： 貧困問題・養鶏事業



国内研修

概要

日程：令和７年３月１１日（火）₩１６日（日）
場所：福岡県内
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３月１１日（火）入国、表敬訪問（福岡県庁、福岡県議会）、ウェルカムパーティー
３月１２日（水）企業視察（ビジネスレザーファクトリー）、表敬訪問（在福岡タイ王国総領事館）、

起業支援施設視察（Fukuoka Growth Next）、グループワーク
３月１３日（木）企業視察（ハチドリソーラー）、社会起業家との対話、学生同士のワークショップ、

社会起業家のピッチ視察、スタートアップコミュニティでの交流、グループワーク
３月１４日（金）グループワーク、最終成果発表会
３月１５日（土）福岡県内視察、文化体験（太宰府天満宮、大濠公園日本庭園での着物体験）

３月１６日（日）出国

講師

＜視察先＞
(1) ビジネスレザーファクトリー（講師：都彩音氏）
(2) ハチドリソーラー株式会社（講師：小山穂乃佳氏）
(3) Fukuoka Growth Next （講師：日野美久氏）

＜社会起業家との対話＞
株式会社ボーダレス・ジャパン（講師：代表取締役社長田口 一成氏）

ハチドリソーラー社による事業説明 ビジネスレザーファクトリー天神地下街店視察

社会起業家(ボーダレス・ジャパン田口氏)との対話 最終成果発表会終了後の集合写真

企業訪問・最終成果発表会の様子



国内研修

福岡県議会表敬訪問 福岡県副知事表敬訪問

ビジネスレザーファクトリー講義でのグループワークの様子

表敬訪問・視察・ワークショップ・最終成果発表会の様子

FGNでのハチドリソーラー社池田氏のピッチ登壇視察

糸島市海岸にてFGNでのグループワークの様子

九州国立博物館にて大濠公園日本庭園にて
- 15-
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参加者
報告書
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櫻木 彩乃

(1) 海外研修を通しての学びや変化

5日間の海外研修では、文化や価値観の違いを通じて多くの学びを

得ました。特に印象に残ったのは、タイの人々が「今この瞬間」を大切

にし、人との時間を楽しんでいる姿でした。日本では時間や仕事に追

われる日常の中で、そうした余裕を持ちにくいこともありますが、タイで

は街の中でも人々が自然体で会話を楽しみ、穏やかに時間を過ごし

ている様子が見受けられました。また、現地の学生たちの自由な雰囲

気や、互いを受け入れ合う姿勢にも刺激を受けました。自分の意見を

出しやすい空気があり、誰もが発言できる場づくりの大切さを実感しま

した。ビジネスモデルづくりの過程では、タイの学生の柔軟でスピーディ

な発想に触れ、自分にはない視点や考え方を学ぶことができました。

(2) 国内研修（企業視察・社会起業家との対話）を通しての学び

これまでビジネスや企業に強い関心があったわけではありませんが、

企業視察やボーダレス・ジャパンの田口さんとの対話を通じて、起業

という選択肢に可能性を感じるようになりました。中でも印象に残って

いるのは、田口さんの「あなたが燃えることを。」という言葉です。どん

なに収入があっても、自分が本気で取り組めることでなければ続かな

い。逆に、情熱があれば困難があっても継続できるというお話から、熱

意を持つことの意義や、社会起業家としての在り方に強く惹かれまし

た。ビジネスが社会貢献と結びつく姿に、これまで持っていた企業のイ

メージが大きく変わり、自分もそんな働き方を目指してみたいと感じる

ようになりました。

(3) 国内研修（グループワーク）を通しての学びや変化

グループワークでは、タイの学生たちの豊かな発想力に刺激を受けながら、

一つのビジネスプランを創り上げる難しさと面白さを実感しました。特に、ペル

ソナの設定において感じた違和感を自分から伝えたことで、一時的に議論が

停滞しましたが、メンバーが受け止めてくれたことで信頼関係の大切さを強く

感じました。意見を出すことへの勇気や、それを受け入れる姿勢があったか

らこそ、最終的に全員が納得できるプランに仕上がったと実感しています。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ

「自分の目指す目標に向かって情熱を持って取り組み続け、その思いを周囲

に伝え、方向性を示せる人」であると考えます。

今回のグループワークでも、チームの方向性を意識しながら議論を進めまし

たが、実際に体現することの難しさも感じました。情熱を持ち続けるためには、

どんな課題に取り組むのか、どんな方向を最初に設定するかが非常に重要

だと思います。これからも自分の中で「燃えるもの」を見つけ、それを軸に行動

していけるよう、自分なりのアントレプレナーシップを模索し続けていきたいで

す。

(5) 今後に向けて

今回のプログラムでは、ビジネスプランの組み立て方だけでなく、チームでの

信頼関係や対話の重要性を学びました。とりわけ、社会課題の設定やペルソ

ナの深掘りといった初期のプロセスが、最終的なプランの質を左右することを

実感しました。今後は、所属しているサークルでイベントを企画する際に、今

回学んだ手法や視点を活かしていきたいと考えています。また、「起業」という

選択肢も自分の将来の可能性の一つとして視野に入れながら、自分なりのア

クションを起こしていきたいと思います。

参加者振り返り(1/3)

村尾 京香

(1) 海外研修を通しての学びや変化

現地での観光や交流を通じて、タイやバンコクの文化、社会課題につ

いて学び、ビジネス提案に活かしたいという思いで参加しました。英語

力に不安がありましたが、想像以上に意思疎通ができ、現地の学生

が観光スポットやおすすめの食べ物を紹介してくれたり、写真を一緒

に撮ったりと温かく迎えてくれました。そのおかげで楽しく学びながら深

く関係を築くことができ、本当に感謝しています。

タイの社会課題についても、現地の声を通して知ることができ、学びの

幅が広がりました。交通事情など実際に訪れたからこそ体感できるこ

とも多く、日本との違いを肌で感じる貴重な経験となりました。

(2) 国内研修（企業視察）を通しての学びや変化

ボーダレス・ジャパンの田口さんとの対話を通して、「リスクはない」「能

力ではなく目的を素敵にする」といった言葉が強く印象に残りました。リ

スクを恐れず、若いうちから行動することの大切さ、そして自分自身や

社会と向き合い、関心のある分野で力を発揮することが起業の一歩

であることを学びました。

企業視察では、社会課題の解決とビジネスが結びつく姿を目の当たり

にし、ソーシャルビジネスへの信頼と希望が生まれました。企業の姿

勢や事業の在り方を間近で見たことで、より現実味をもって社会起業

という選択肢を考えられるようになりました。

(3) 国内研修（グループワーク）を通しての学びや変化

高齢化社会というテーマでのグループワークでは、初めてビジネスプランとい

う形で社会課題に向き合い、多くの学びがありました。自分の祖父母が暮ら

す地域の課題を思い浮かべながら、高齢者の働き方や住まい、年金など幅

広い視点でリサーチを行いました。英語で情報を調べ、発表する作業は難し

くもありましたが、福岡やバンコクの取り組みに触れ、今後の地域づくりについ

て考える良いきっかけとなりました。専門的知識がなかったからこそ、自由な

発想で柔軟なアイデアを出せた部分もあり、自信にもつながりました。また、

地域で活動する方々の思いや現場の声を直接聞けたことで、課題がより自

分ごととして捉えられるようになりました。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ

「豊富な経験と独自の視点を持ち、失敗を恐れず行動できる人に備わってい

るもの」だと考えます。タイの学生たちの積極性やリーダーシップにも感銘を受

け、共に学び合える仲間の存在が大きな刺激となりました。彼らの姿勢はまさ

にアントレプレナーシップの体現であり、自分もそうなれるよう努力したいと感じ

ました。

(5) 今後に向けて

今回のプログラムで得たアントレプレナーシップの考え方を活かし、失敗やリス

クを恐れず、さまざまなことに挑戦していきたいです。特に「海外の魅力」「福

岡の可能性」「ソーシャルビジネスの価値」に強く惹かれ、学びを深めたいとい

う気持ちが強まりました。一方で、スキルや経験の不足も実感したため、今後

も他の海外プログラムへの参加や地域の伝統文化との関わり、座学・実地体

験を通じて継続的に学んでいき、積極的に地域や社会の課題に向き合いな

がら、提案できる力を育てていきたいと考えています。

九州大学
農学部生物資源環境学科 1年

筑紫女学園大学
文学部英語学科 2年
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石井 泰地

(1) 海外研修を通しての学びや変化

タイでの研修を通じて、街の活気や人々の暮らし、交通の混雑や衛生

環境など、五感を通じて現地のリアルな社会状況を体感することがで

きました。トゥクトゥクや夜市といった文化的魅力に加え、下水のにおい

やホームレスの存在など、課題も含めて「今のタイ」を知る貴重な機

会となりました。

また、先進的な都市開発に取り組む様子にも触れ、日本とは異なる

形の「前進」も感じました。ソーシャルビジネスについては、手段にこだ

わらず、実際の課題を見つけ、その解決の道筋をビジネスとして構築

する重要性を実感しました。机上では得られない「本物の課題」との

出会いから、多くの気づきを得ることができました。

(2) 国内研修（企業視察・社会起業家との対話）を通しての学び

ボーダレス・ジャパンの田口社長との対話を通して、「社会を良くする

ために自分を使う」という社会起業家の本質に触れることができました。

それまでは、社会課題への関心や活動がアイデンティティと結びつい

ていることが重要だと考えていましたが、「個人のための活動」ではなく、

「社会のために自身を投じる姿勢」が本質だという視点に深く共感しま

した。

また、社会課題とビジネスの融合を体現する企業の姿を通して、自分

自身も社会の理想像を描きながら行動していきたいと強く感じました。

これまで以上に、社会起業という選択肢を現実的なものとして捉えら

れるようになりました。

(3) 国内研修（グループワーク）を通しての学びや変化

グループワークでは、特に言語の壁の存在を強く実感しました。タイの学生た

ちは英語で思考・発信するスピードが速く、対して日本人は日本語から英語

への変換を要するため、伝達に時間がかかり、議論に差が生まれていました。

しかしその経験こそが、国際的な共創がどれほど試行錯誤を要するかを理解

する貴重な学びでした。何度も対話を重ね、フレームワークや共通言語を少

しずつ築きながら、チームの関係性と信頼を深めていったプロセスを通じて、

「実際にやってみること」の価値を痛感しました。共に挑戦し、支え合った仲間

には心から感謝しています。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ

「理想を実現するために、明確なビジョンを持ち、柔軟に行動を重ねながら、

困難にも粘り強く向き合い続ける姿勢」だと考えます。

今回グループワークでのビジネスプランづくりを通じて、計画力や逆算思考、

実践知識の不足を痛感しました。社会起業に必要な要素は、思いだけでなく

構想力・実行力であることを改めて認識し、自分に足りない部分を明確にす

る機会となりました。

(5) 今後に向けて

今後は、自分の関心のある社会課題に対し、具体的なデータや現状を調べ

ることから始めたいと考えています。たとえば、若者の政治参加をテーマに、

統計や政策動向に触れ、自分の問題意識を深めていく予定です。大学で取

り組んでいるまちづくり活動にも、今回学んだデザイン思考や課題設定のスキ

ルを活かし、より実践的な視点で関わっていきたいと思います。プログラムで

得た経験を基盤に、今後も実践を重ねながら、自分なりのソーシャルコンセ

プトを磨き、社会に貢献できるよう努力を続けていきます。

参加者振り返り(2/3)

福岡大学
商学部経営学科 ２年

(1) 海外研修を通しての学びや変化

タイでの海外研修では、語学力・ビジネス力・人間性のいずれにお

いても高い水準の仲間たちと共に過ごし、自分の限界と向き合う濃

密な時間となりました。特にワークショップでは、目の前の状況を瞬

時に整理し言語化する力が求められ、自分の言葉では太刀打ちで

きない瞬間に悔しさを覚えました。同時に、その環境に挑むことが

心から楽しく、もっと成長したいという前向きな気持ちになれたこと

が、自分にとって大きな収穫でした。仲間たちは皆、自分の強みを

理解し、それを活かして活躍しており、自分にも「強み」はあるもの

の、それを“武器”にできていないと痛感しました。この経験を通じて、

自分がどのように価値をつくり、貢献できる人になるかを改めて考え

るようになりました。

(2) 国内研修（企業視察・社会起業家との対話）を通しての学び

企業視察やボーダレス・ジャパン田口社長との対話を通じて、「社

会を良くするために自分を使う」という言葉が強く心に残りました。

「リスクはない」「能力ではなく目的を素敵に」という言葉からも、行

動の源にあるのは明確な目的であることを学びました。社会課題を

解決したいという思いがある限り、自分の興味のある分野で尖って

いくこと、そして社会のために踏み出すことの大切さを実感しました。

企業訪問では、ソーシャルビジネスのリアルな実践を目の当たりに

し、「自分もやってみよう」と思える勇気と希望をもらいました。また、

プレゼン資料の構成やデータの示し方など、今後の活動に活かせ

る具体的な知見も多く得ることができました。

(3) 国内研修（グループワーク）を通しての学びや変化

グループワークでは、英語力の不足により、自分の意見や考えがうまく伝えられ

ないもどかしさを強く感じました。今まで積み重ねてきたスキルや経験が活かせ

ない状況の中で、言語は「意思疎通の手段」だけでなく、「存在を示すための手

段」でもあることを再認識しました。それでも、LINEで事前に翻訳した意見を共

有したり、感謝の言葉を伝えたりするなど、自分にできる最大限の工夫と誠意

をもって取り組むことができました。この経験から、完璧にこなすこと以上に「で

きる範囲でベストを尽くす姿勢」の重要性を学びました。また、自ら信頼を築こう

とする姿勢があれば、言語の壁も少しずつ乗り越えられるのだと実感できた点も、

大きな収穫でした。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ

「高い人間性を持ち、感情と論理の両方を備え、社会のために自分を使うこと

のできる人」だと考えます。田口さんの「社会のために自分を使う」という言葉に

強く感銘を受け、社会課題に対してワクワクしながら向き合えることこそ、起業

家として大切な姿勢だと感じました。ただし、今回のプログラムを通じて、その本

質には気づけたものの、自分自身の理解や実践はまだ浅く、アントレプレナー

シップを本当に体得できたとは言えません。今後さらに深く学び、自分自身の

中にこの姿勢を根付かせていきたいです。

(5) 今後に向けて

本プログラムを通して、改めて「ソーシャルビジネスに取り組みたい」と強く思うよ

うになりました。特に、社会課題の渦中にいる人の姿を想像し、その人のために

何ができるかを考えることが、自分にとって自然に「楽しい」と感じられたことが

大きな気づきでした。今後は、自分が関心を持つ分野において、誰よりも現場

に近づき、知識を深め、行動し、社会のために自分を使っていきたいと考えて

います。直近の目標としては、自分が立ち上げたゴミ拾いボランティア団体の活

動を軌道に乗せ、より多くの人を巻き込んだ取り組みに育てていきたいです。

長野 陽生

九州大学
文学部人文学科 1年
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米﨑 千裕

(1) 海外研修を通しての学びや変化

今回の研修では、英語力の不足と、頭の回転の速さの違いという2つ

の課題を実感しました。議論の場では、自分の意見を通訳に頼らずに

伝えることが難しく、言いたいことを表現するのに時間がかかる場面が

多くありました。また、現地で出会ったタイの学生たちは非常に思考が

早く、多くのアイデアを積極的に発信していて、自分は客観的な視点

で支える役割に回る場面が多くなりました。改めて、自分の強みを「武

器」として活かすには何が必要かを考えさせられました。さらに、事前

に調べていた以上に、現地で直面した課題が多かったことも印象的で、

現地で見聞きすることの大切さを実感しました。

(2) 国内研修（企業視察・社会起業家との対話）を通しての学び

この研修で印象に残った学びは、社会課題に根ざしたビジネスモデル

の可能性と、チャレンジすることの大切さです。ビジネスレザーファクト

リーの取り組みは、バングラデシュの社会課題を起点とし、日本での

販売を通じて課題解決を図る、まさに社会課題を軸にしたビジネスの

好例だと感じました。また、ボーダレス・ジャパンの田口社長の「リスク

はない」「能力ではなく目的を素敵にする」という言葉にも強く心を動か

されました。大学生で実家暮らしという自分の状況は、挑戦するには

最適な環境であることに気づかされ、今後は行動することに重きを置

いていきたいと感じました。一方で、「まずは自国を支えるべきでは」と

いう自身の政治的な意見も改めて自覚し、社会起業と国家の支援の

バランスについても考える機会となりました。

(3) 国内研修（グループワーク）を通しての学びや変化

グループワークでは、改めて「痛みの本質を捉えること」の重要性を実感しま

した。苦しんでいる人の背景を深掘りし、解決策を導くプロセスの難しさに直面

したからこそ、基礎的な視点の大切さを再確認することができました。

また、最後までチーム全員が諦めずに取り組んだからこそ、納得のいくプレゼ

ンテーションを完成させることができたと思います。そして、自分の強みである

プレゼン力を活かすためにも、英語力の強化は不可欠だと痛感しました。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ

「社会課題に対する強い思いを持ち、その解決に向けて真剣に、そしてビジネ

スとして取り組む姿勢」だと考えます。単なるアイデアの提示や、SDGsへの関

連づけにとどまらず、「自分がこの課題を解決するんだ」という強い意志を持ち、

行動できる人が真のアントレプレナーであると感じました。私たちの班でも、タ

イの社会課題に向けてビジネスプランを構築しましたが、実際に実装へと進

めるためには、今後さらに行動と継続が求められると考えています。まだ構想

段階ですが、可能であればタイのメンバーとも連携しながら、実現に向けて挑

戦を続けていきたいと考えています。

(5) 今後に向けて

今後の目標として、まずは自分で新たな社会課題解決型ビジネスプランを立

案し、コンテストなどに積極的に挑戦していきたいと考えています。

また、自身の既存の事業についても見直しを行い、より社会的価値の高い形

へと再構築を図っていきたいです。今回のプログラムで得た学びを土台に、

社会課題に本気で向き合い、自ら行動する人材として成長していけるよう、こ

れからも挑戦を続けていきます。

参加者振り返り(3/3)

門脇 萌杏

(1) 海外研修を通しての学びや変化

今回が初めての海外渡航だったこともあり、現地で目にするすべてが

新鮮で、多くの学びと刺激を得ることができました。Qualy社ではデザイ

ンが持つイノベーションの力、DISTARFRESH社では社会課題解決に

向けた「付加価値」の創出、GEPPSa- Ard社では地域に根差したビジ

ネスモデルを学びました。実際に商品に触れたり、創業者の話を直接

聞いたりすることで、ネットや本で得る情報とは異なる、現場ならでは

の気づきを得ることができました。

また、ワークショップを通じて、ビジネスモデル作成のプロセスやアイデ

アの深掘りを体験し、実践的な学びを積むことができました。

(2) 国内研修（企業視察）を通しての学びや変化

複数の企業訪問を通じて、社会課題解決とビジネスのつながりを深く

理解することができました。BusinessLeather Factoryでは、利益では

なく「1人の人生がどう変わるか」という視点を第一に考える姿勢や、

ノーブランドで勝負する戦略など、ビジネス的な考え方も学びました。

ハチドリソーラーでは、なぜ日本で太陽光発電が普及しないのかとい

う課題を、消費者の心理的ハードルから捉えなおし、課題の本質に向

き合う姿勢に強く感銘を受けました。社会課題を捉える際は、大きな

枠組みからではなく「その1人」に焦点を当てることが重要であると実

感しました。また、起業家との対話では、目的が「儲けること」ではなく

「やりたいこと」「続けたいこと」であるべきだという考えに触れ、これから

のビジネスのあり方について深く考えるきっかけとなりました。

(3) 国内研修（グループワーク）を通しての学びや変化

何度も立ち止まりながらも、メンバー全員がアイデアを出し合い、最終的には

納得できるビジネスモデルを完成させることができました。特に印象的だった

のは、互いの強みを理解し、補い合いながら進めるチームの在り方です。ある

メンバーは、得意分野を見極めて役割を振り分け、情報整理やリサーチの共

有を通じて議論をスムーズに導いてくれました。また、現地の社会状況を映

像やデータで補足してくれる人がいたことで、プランに説得力が加わりました。

多様な力が集まったからこそ、空想で終わらない持続可能なビジネスプラン

をつくることができたと思います。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ

「顧客1人の視点に立ち、課題を内側から捉えながら、俯瞰的にビジネスを

構築できる力」だと考えます。企業やビジネスに初めて本格的に触れた私に

とって、このプログラムでの学びは新鮮で、吸収することばかりでした。ゼロから

チームでビジネスプランをつくる経験を通じて、課題を見つけ、形にする難しさ

と現実の厳しさを実感しました。大学の授業では得られない、社会課題の現

場に近い体験ができたことで、自分の中で少しずつ起業家精神が育ってきた

と感じています。

(5) 今後に向けて

将来的に、デザインや建築に関わる仕事に就きたいと考えています。今回の

プログラムでは、実際に現地に足を運び、その土地の空気に触れることで見

えてくる課題があると学びました。人々の視点に立って物事を捉えることの重

要性は、建築にも共通する考え方です。実際の体験や声を大切にし、自ら現

場に赴く姿勢を今後も持ち続け、今後も社会課題に向き合い、新たな提案が

できるデザイナーを目指して努力していきます。

熊本学園大学
商学部商学科 2年

福岡女子大学
国際文理学部 2年



募集要項

１ 目的
福岡県とバンコク都の大学生や社会人を相互に派遣し、スタートアップ企

業の訪問やグループワークなどを通じて、経済発展や社会変革に貢献す

るアントレプレナーシップ(起業家精神)を持つ人材の育成を図る。

２ 交流内容

スタートアップに関心のある福岡県とバンコク都の大学生や社会人を相
互に派遣し、スタートアップ企業への訪問やグループワークによる社会課題
の解決につながるビジネスプランの立案を行う。

また、国内外で活躍する起業家とのオンラインによるメンタリング（主にビ
ジネスアイデアのブラッシュアップを目的とする）などを通じて、アントレプレ
ナーシップを身につける。

３ 主催
福岡県・バンコク都アントレプレナーシップ人財育成事業実行委員会

〔事務局〕福岡県企画・地域振興部国際局国際交流課東南アジア係
※国内研修、事前研修に係る業務の一部を(株)ボーダレス・ジャパンに
委託

４ 事業日程・内容（予定）
（１）事前研修：令和６年１２月７日（土）、８日（日）

場所：福岡市内（オンラインでバンコク都の参加者とともに実施）
・プログラム概要の説明・参加者同士の自己紹介
・福岡県の概要、バンコク都の概要・渡航に際しての注意事項の説明

・ソーシャルビジネスの事例紹介、ワークショップなど

（２）海外研修：令和６年１２月２２日（日）～２７日（金）４泊６日

場所：バンコク都
１日目 渡航、オリエンテーション
２日目 バンコク都表敬訪問、バンコク都側専門家によるレクチャー、

企業訪問等
３～５日目フィールドワーク、学生同士のワークショップ等
６日目 帰国

（３）オンライン研修：令和７年１月～２月頃（２回実施）
場所：オンライン

・４人１組で考えたビジネスアイデアを発表
・起業家のメンタリングによるビジネスアイデアのブラッシュアップ

（４）国内研修：令和７年３月１１日（火）～１６日（日）５泊６日
場所：福岡県内
１日目 バンコク都参加者来日、県内視察

２日目 福岡県表敬訪問、企業訪問、社会起業家との対話、
フィールドワーク

３～５日目学生同士のワークショップ、最終成果発表会等

６日目 バンコク都参加者帰国

５ 募集内容

（１）募集人員 ６名
（２）募集締切 １０月１５日（火）１７時まで
（３）対象者 （下記①～⑦のすべてに該当する者）

①日本国籍を有し、福岡県内在住、もしくは福岡県内の大学及び企業等
に通学・通勤する、大学生、大学院生、社会人（３０歳以下）
②ワークショップにおいて、英語を用いてタイ人学生や関係者と積極的にコ

ミュニケーションを図ることができる者
③社会課題の解決やソーシャルビジネスに興味・関心を持ち、アントレプレ
ナーシップを身につけることに意欲のある者

④心身ともに健康であり、国内研修及び海外研修すべてのプログラムに参
加できる者
⑤プログラム中の必要経費（詳細は下記）を負担できる者

⑥主催者からの連絡に対し誠意をもって対応できる者
⑦事業の広報等のために使用する写真等の掲載に協力できる者

６ 応募方法
募集要項を全て確認の上、下記QRコードを読み込むか、下記URLからエ

ントリーフォームを開き、必要項目を入力の上送信してください。

URL：https://forms .gle/rwGP5BSYeDCByQTu7

QRコード※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です

７ 参加者の選考、決定
（１）選考方法
主催者にて書類選考及びオンライン面接を行います

（２）選考日程
１０月１５日（火） ：応募締め切り

１０月１８日（金） ：一次選考（書類選考）
１０月２６日（土）、２７日（日）：二次選考（オンライン面接）
１１月上旬 ：参加者決定

※各選考結果はご本人に電子メールで通知します

８ 経費、損害等の負担

（１）参加費
８０，０００円

（２）次に掲げる経費については参加者負担とします。
・パスポート取得にかかる費用
・旅行傷害保険料（必ず加入してください）

・作業に必要なノートPC（難しい場合は要相談）
・バンコク都滞在に係る費用の一部（お土産代等の個人的経費）
・事前研修、国内研修の会場までの交通費

・海外研修の福岡空港までの交通費

（３）次に掲げる経費については主催者負担とします。

〔海外研修〕
・バンコク都滞在に係る費用（宿泊費、交通費、食費など）

※原則として、渡航先であるバンコク都が負担します。

〔国内研修〕
・宿泊費、研修中の移動交通費、食費、必要な備品類など

（４）参加費は、１２月に実施予定の事前オリエンテーションまでに納入する
ものとし、納入後は原則として返還しません。なお、負担金納入の有無に
かかわらず、参加者が自己の都合により辞退した場合に生じるキャンセル

料等については、本人が全額を負担するものとします。

（５）プログラム中の事故

プログラム中の災害、病気、事故、本人の不注意等によって生じる参加
者の損害等については、主催者は責任を負いません。

９ 参加者資格の取り消し
（１）参加が決定した後、応募資格を満たさないことが判明した者、申込内

容に虚偽があることが判明した者、その他参加者として不適切と認められ
る者については参加資格を取り消すことがあります。

（２）上記に該当した場合、主催者は、すでに主催者が負担した経費の一
部または全部について、資格を取り消された者に対し請求することができる
ものとします。

１０その他留意事項

応募の時点でパスポートを取得する必要はありませんが、参加が決定し
た際は、速やかにパスポート取得の手続きを行ってください。

【問い合わせ先】
福岡県・バンコク都アントレプレナーシップ人財育成事業実行委員会事務

局（福岡県企画・地域振興部国際局国際交流課東南アジア係）

電話番号：092- 643- 3218（平日9:00～17:45）

E- mail ：touyama- t7088@pref.fukuoka.lg.jp
担 当 ：當山、時安
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福岡県・バンコク都アントレプレナーシップ人財育成事業実行委員会
株式会社ボーダレス・ジャパン


